
１．はじめに
　私は、一昨年兵庫県から北海道十勝帯広市に移住致
しました。そこでは、市内から車で10分も走れば広大
な畑が広がり、見渡す限り農作物が生育しています。
スーパーに行けば地元で収穫された農産物がところ狭
しと陳列されていました。ここ北海道の農産物の現状
について触れることを通じて、健康食品だけではなく
普段から日常的に我々が日々摂取している「食」につ
いて考える機会となり、健康食品管理士の役割と食・
運動について、私なりの考えを述べさせていただきま
す。

２．会社案内と近況
　私は、北海道帯広市に本社をおき道内11店舗を展開
する東洋薬品株式会社つがやす薬局に勤務しておりま
す。「専門性を活かし、人に信頼と安心を」をキャッ
チフレーズとして掲げています。昭和57年医療の高度
化にともない医薬分業をいち早くすすめ地元帯広に保
険調剤薬局を開きました。道内でも調剤薬局としては
先進的な自動錠剤分包機を導入し、平成10年POS

（POS：problem-oriented system 1968年米国の医師L. 
Lweedにより提唱された問題解決技法の一つ。１））/
電子薬歴の導入を行い、平成24年開局30周年を迎えま
した。２）

　尚、私は昨年４月に開局した帯広駅前の西１条店に
当初から勤務しています。

３．自己紹介
　冒頭でも述べましたが、学生時代に過ごした北海道
での生活が忘れられず自分に合っていると思い移住を
選択しました。趣味は、パークゴルフ（十勝幕別町発
祥）、スキー、アウトドア、後述致します運動でござ
います。

４．健康食品管理士を取得するきっかけ
　大学院時代に所属研究室において、雑誌の回覧があ
りました。日本薬学会会報誌「ファルマシア」に特集
として健康食品管理士の資格についての記事でし
た。３）内容を拝見しますと薬学分野の他に健康食品
のことや食品衛生、さらに臨床検査医学について習得
することが記載されていました。当時、私は薬剤師免
許を取得しておりましたが研究に没頭する毎日を過ご
しておりました。学部の講義で保健機能食品について
は、講義を受けましたがいわゆる健康食品全般の講義
は受けておりませんでした。健康食品に対する見方・
考え方を学ぶことによって他の薬剤師との差別化に繋
がるのではないかと考えたのと後々社会から必要とさ
れる人材になるのではないかと思い取得しようという
思いに至りました。自分だけがこの資格を取得しても
微力で終ってしまうと思い同じ研究室の仲間にも声を
かけて受験することにしました。
　私は、平成17年度健康食品管理士認定協会指定研修
会の受講を許可され、同年11月に第２回健康食品管理
士認定試験を受験し合格致しました。そして、H18年
１月健康食品管理士として認定を受けました。

５．健康食品管理士としての活動
　自分では、模範となるような十分な活動が行えてい
ないと思います。私は以前ドラッグストアーに勤務し
ておりました。当時医薬品コーナーにいますと、消費
者の方から医薬品と健康食品はどう違うのか？や健康
食品の効能・効果について尋ねられたことがありま
す。保険薬局に勤務するようになるとドラッグストア
ーの時よりあまり健康食品について尋ねる方は少ない
ような印象を受けます。だからといって健康食品につ
いて勉強しなくてもいいとは思いません。その尋ねら
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Ⅵ. 健康食品管理士になって
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